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図書館屋上から大倉山公園を望む ▸

    

       

 

大倉山公園 

西
洋
人
の
目
か
ら
見
た
日
本 

 

ハ
ロ
ル
ド
・
Ｓ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、

一
九
八
七
年
に
神
戸
で
亡
く
な
る
ま
で
の

約
六
十
年
間
を
貿
易
業
の
傍
ら
、
膨
大
な

資
料
（
切
り
抜
き
や
メ
モ
・
書
簡
な
ど
）

の
収
集
に
費
や
し
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、
多
岐
に
わ
た
り
、
期
間

は
江
戸
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
、
同
時
代

の
貿
易
商
人
・
外
交
官
な
ど
の
ほ
か
、
三

浦
安
針
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
川
上
音
二
郎
と

い
っ
た
私
た
ち
に
馴
染
み
の
あ
る
人
物
も

多
く
、
軽
井
沢
・
長
崎
や
野
球
・
ビ
ー

ル
・
芸
者
・
捕
鯨
な
ど
と
、
そ
の
興
味
の

幅
広
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。 

神
戸
に
関
す
る
も
の
は
、
居
留
地
の
素

人
劇
団
・
神
戸
の
倶
楽
部
・
神
戸
婦
人
倶

楽
部
・
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
英

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
・
国
際
学
校
・
フ

リ
ー
メ
ー
ソ
ン
リ
ー
・
製
鉄
関
係
・
製
紙

関
係
・
教
会
・
外
国
人
墓
地
・
新
聞

（
ヒ
ョ
ー
ゴ
ニ
ュ
ー
ス
他
）
・
競
馬
・
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
・

ト
ア
ホ
テ
ル
・
六
甲
山
・
塩
屋
・
須
磨
・

垂
水
・
舞
子
・
明
石
・
ジ
ェ
ー
ム
ス

（
山
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

資
料
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書

館
に
寄
贈
さ
れ
、
一
部
が
マ
イ
ク
ロ
化
さ

れ
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
そ
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 



－新しく入った本－ 

島
尾
敏
雄
日
記
｜

『
死
の
棘
』
ま
で
の

日
々 
島
尾
敏
雄
（
新
潮
社
） 

終
生
書
き
続
け
て
い
た
と
い
わ
れ
る

日
記
の
う
ち
、
作
家
の
出
発
期
と
し
て

重
要
な
時
期
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
全

貌
が
掴
み
が
た
か
っ
た
一
九
四
五
年
か

ら
一
九
五
一
年
ま
で
の
記
録
。
神
戸
復

員
か
ら
、
結
婚
、
神
戸
市
立
外
事
専
門

学
校
辞
職
、
作
家
生
命
を
賭
し
て
の
東

京
移
住
ま
で
の
七
年
間
で
あ
る
。 

初
出
は
『
新
潮
』
だ
が
、
誌
面
の
都

合
上
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
部
分
や
新

た
な
校
注
が
追
加
さ
れ
、
極
め
て
貴
重

か
つ
興
味
深
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ 

ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
ｐ
｜
神
戸
シ

ネ
マ
ッ
プ 

神
戸
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス

編
・
発
行 

 
 

豊
か
な
自
然
、
歴
史
的
な
街
並
み
や

情
緒
あ
る
下
町
な
ど
多
様
な
魅
力
に
あ

ふ
れ
る
神
戸
で
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の

撮
影
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
れ

ら
の
作
品
と
ロ
ケ
地
を
、
旧
居
留
地
～

南
京
町
、
地
下
鉄
海
岸
線
沿
線
な
ど
五

つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
、
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
。 

「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
や
「
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｚ
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
公
開
さ
れ
る

映
画
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
鑑
賞
と

あ
わ
せ
て
の
散
策
も
お
勧
め
し
た
い
。 

穣
治
君
へ
の
手
紙
｜
く
る
ま
椅
子
の
詩
人

の
青
春 

高
橋
夏
男
（
編
集
工
房
ノ
ア
） 

大
き
な
瞳
で
“
平
野
の
ト
ン
ボ
”
と

呼
ば
れ
た
兵
庫
区
出
身
の
詩
人
、
阪
口

穣
治
。
重
度
の
身
体
障
害
を
持
ち
な
が

ら
、
わ
ず
か
に
動
く
二
本
の
指
で
詩
を

生
み
出
し
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
を
か
み

締
め
な
が
ら
生
き
る
喜
び
を
綴
っ
た
。 

「
…
か
ぞ
く
の 

あ
い
は
／
じ
ぶ
ん

の 

い
の
ち
の 

す
べ
て
。
」
と
言
い
、

懸
命
に
生
き
る
こ
と
で
、
家
族
の
無
上

の
愛
に
応
え
よ
う
と
し
た
一
生
だ
っ
た
。 

著
者
は
、
思
い
出
を
手
繰
り
寄
せ
、

阪
口
の
三
十
一
年
間
の
短
い
生
涯
を
生

き
生
き
と
よ
み
が
え
ら
せ
た
。 

引
用
さ
れ
た
多
く
の
作
品
か
ら
は
、

彼
の
優
し
い
人
柄
や
熱
い
思
い
が
、
直

に
感
じ
取
れ
る
。
「
慈
愛
」
と
は
「
生

き
る
意
味
」
と
は
。
大
切
な
も
の
を
教

え
て
く
れ
る
。 

          

ふ
る
さ
と
の
巨
樹
・
名
木 

神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行 

 
 

歩
い
て
い
る
時
や
、
車
で
通
り
す
が

り
に
、
突
然
目
に
は
い
っ
て
く
る
大
き

な
樹
。
そ
の
存
在
感
に
圧
倒
さ
れ
、
原

始
の
森
へ
と
導
か
れ
る
よ
う
な
気
持
ち

に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

兵
庫
県
の
巨
樹
・
名
木
を
集
め
た
本

書
を
開
く
と
、
「
あ
、
こ
の
木
！
」
と

わ
か
る
旧
知
の
木
を
見
つ
け
る
こ
と
が

あ
る
。
樹
齢
や
大
き
さ
、
い
わ
れ
を
知

る
と
、
ま
す
ま
す
畏
敬
の
念
が
わ
い
て

く
る
。
そ
し
て
再
び
、
そ
の
大
き
な
樹

下
に
立
ち
た
く
な
っ
て
く
る
の
だ
。 

 

明
石
理
香
の
お
い
し
い
兵
庫
｜
全
て
兵
庫

県
産
の
食
材
を
使
っ
た
〝
地
産
地
食
〟
の

ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
。 

明

石

理

香

（
デ
ィ
・
フ
リ
ー
ク
） 

 
 

日
本
海
と
瀬
戸
内
海
に
挟
ま
れ
、
中

国
山
地
が
東
西
を
横
切
る
兵
庫
県
は
、

豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
て
い
る
。 

県
内
に
は
三
十
箇
所
の
「
道
の
駅
」

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
新
鮮
な
野
菜
や
海

産
物
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。 

料
理
研
究
家
の
著
者
が
、
「
道
の

駅
」
で
見
つ
け
た
兵
庫
県
産
の
元
気
な

食
材
を
使
っ
て
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
伝
統
料
理
や
お
袋
の
味
を
紹
介
し

て
い
る
。 

白
系
ロ
シ
ア
人
と
ニ
ッ
ポ
ン 

ポ
ダ
ル

コ
・
ピ
ョ
ー
ト
ル
（
成
文
社
） 

 
 

一
九
一
七
年
十
月
、
ロ
シ
ア
革
命
で

ソ
ビ
エ
ト
政
権
が
成
立
す
る
。
こ
の
混

乱
を
逃
れ
、
他
国
に
亡
命
し
た
人
々
が
、

白
系
ロ
シ
ア
人
。
本
書
は
、
来
日
し
た

白
系
ロ
シ
ア
人
を
移
住
や
亡
命
の
時
期

に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
の
特
徴
や
相
違

点
を
ま
と
め
た
も
の
。 

亡
命
者
は
、
二
百
万
人
と
も
い
わ
れ

る
が
、
来
日
し
た
人
々
は
千
数
百
人
。

欧
米
諸
国
よ
り
少
な
い
の
は
、
日
本
に

対
す
る
情
報
不
足
が
要
因
で
あ
っ
た
。

居
住
先
も
、
西
欧
化
さ
れ
た
東
京
や
横

浜
、
神
戸
、
気
候
風
土
の
近
い
北
海
道

で
あ
っ
た
。
神
戸
の
ロ
シ
ア
人
と
い
え

ば
、
洋
菓
子
の
モ
ロ
ゾ
フ
や
ゴ
ン
チ
ャ

ロ
フ
が
有
名
だ
が
、
神
戸
外
国
人
墓
地

に
は
、
百
八
十
人
以
上
の
白
系
ロ
シ
ア

人
が
眠
っ
て
い
る
。 

 

亡
命
者
を
調
査
し
、
そ
の
生
き
方
や

考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、
日
露
交
流
の

発
展
や
「
国
際
化
」
と
い
う
情
勢
の
な

か
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
著
者
は
言
う
。 

      

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200154187&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200068515
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200155283&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200068714
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200154473&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200068239
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200147277&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200064715
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200149760&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200066964
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200150762&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200067707
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200154473&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200068239
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200147277&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200064715
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200150762&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200067707


－新しく入った本－ 

海
洋
気
象
台
と
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
｜
歴

史
を
生
き
抜
い
た
海
洋
観
測
資
料 

饒
村

曜
（
成
山
堂
書
店
） 

神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
二
十
世

紀
前
半
に
日
本
の
船
舶
で
観
測
さ
れ
た

約
六
百
八
十
万
通
に
及
ぶ
海
上
気
象
記

録
で
、
神
戸
海
洋
気
象
台
が
収
集
・
保

管
を
行
っ
て
い
た
。
世
界
で
は
あ
ま
り

残
っ
て
い
な
い
が
、
日
本
で
は
幸
運
に

も
震
災
や
戦
災
の
被
害
を
免
れ
、
極
め

て
貴
重
な
記
録
群
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
記
録
に
よ
っ
て
世
界
中
の
気
象
変
化

が
追
跡
で
き
、
今
後
の
異
常
気
象
発
生

の
予
測
に
も
貢
献
し
て
い
る
。 

ま
た
神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
船
舶
の

航
路
調
査
に
も
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
神

戸
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
運
ん
だ
「
笠

戸
丸
」
の
航
路
復
元
も
可
能
で
、
移
民

の
実
情
研
究
に
も
役
立
っ
て
い
る
。 

本
書
は
海
洋
気
象
観
測
史
と
神
戸
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
関
係
を
、
多
方
面
か
ら

面
白
く
紹
介
し
て
い
る
。 

        

余
部
鉄
橋
物
語 

田
村
喜
子
（
新
潮
社
） 

 
 

余
部
鉄
橋
。
そ
の
高
さ
四
十
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
赤
い
橋
脚
は
見
る
人
を
圧

倒
し
、
貴
重
な
近
代
化
遺
産
と
し
て
多

く
の
観
光
客
を
集
め
て
き
た
。 

し
か
し
、
昭
和
六
十
一
年
の
列
車
転

落
事
故
以
降
、
強
風
時
の
列
車
運
行
の

維
持
や
、
潮
風
に
よ
る
橋
の
腐
食
を
防

止
す
る
策
が
検
討
さ
れ
、
遂
に
橋
の
架

け
替
え
が
決
定
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
平
成
二
十
二
年
夏
、
余
部

鉄
橋
は
九
十
八
年
に
及
ぶ
そ
の
役
目
を

終
え
た
。
こ
れ
は
、
余
部
鉄
橋
の
一
生

の
物
語
で
あ
る
。 

 

神
戸
で
秀
吉
と
出
会
う 

神
戸
市
教
育
委

員
会
編
・
発
行 

今
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
神
戸
市
立

博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
の
図
録
。 

秀
吉
は
、
天
下
統
一
を
目
指
す
織
田

信
長
の
家
臣
と
し
て
、
東
播
磨
を
転
戦

し
た
。
兵
糧
攻
め
で
有
名
な
三
木
合
戦

な
ど
に
勝
利
し
、
播
磨
を
ほ
ぼ
支
配
下

に
お
さ
め
た
秀
吉
は
、
そ
の
後
荒
廃
し

た
こ
の
地
域
の
復
興
に
努
め
て
い
る
。 

 

ま
た
、
天
下
人
に
な
っ
て
か
ら
は
有
馬

温
泉
の
復
興
に
も
尽
力
、
自
身
の
御
殿

を
建
造
し
、
た
び
た
び
湯
治
に
訪
れ
た
。 

神
戸
に
お
け
る
秀
吉
の
足
跡
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

窓
の
微
風
｜
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
断
層 

季
村

敏
夫
（
み
ず
の
わ
出
版
） 

沖
縄(

う
ち
な
ー)

耽
溺
者(

ジ
ャ
ン
キ
ー)

｜
南
輝
子
歌
集 

南
輝
子
（
な
が
ら
み
書

房
） 

              

  

        

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク 

下
雅
意
敏
写
真 

神
戸
新
聞
但
馬
総
局
編
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

だ
か
ら
、
あ
し
な
が
運
動
は
素
敵
だ 

玉

井
義
臣
（
批
評
社
） 

一
の
谷
合
戦
で
し
か
け
た
義
経
の
陥
穽

（
わ
な
） 

梅
村
伸
雄
（
新
人
物
往
来
社) 

 
 

   

書庫探訪 その22 

『兵庫築島伝』 呑一叟釈円信 天明元年（1781） 

 平清盛は神戸を平氏政権の拠点とするため、1173年より大輪田泊に風

浪を防ぐ島を築き、港の発展をはかりました。築造は難工事だったた

め、経石や人柱の伝承が生まれました。『平家物語』には、一切経を書

いた石を沈めたとあります。時を経て伝承は脚色され変容していきま

す。室町期の幸若舞『築島』には、30人の人柱の身代わりになった松王

の説話、人柱の一人である国春とその娘の物語が記されています。 

この『兵庫築島伝』は、それら書物の築島伝承と兵庫の言い伝えをま

とめて、5巻にわたる物語にしたものです。著者は広島の僧・円信で、 

仏教色の濃い記述が見られま

す。築島の由来を中心に、清

盛の出自からその最期までを

『平家物語』に拠りながら記

しています。円信は、清盛を

功罪相半ばする人物として伝

えています。 

                                神戸市                                   
                                            

         

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200141623&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200062497
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200151059&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200066548
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200152850&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200067457
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200151871&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200066966
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200151621&type=CtlgBook&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200066854
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大
倉
山
公
園 

 

神
戸
駅
か
ら
北
へ
歩
く
こ
と
約
十
五
分
。

緑
豊
か
な
大
倉
山
公
園
が
あ
り
ま
す
。
開

園
し
た
の
は
、
明
治
四
十
四
年
の
こ
と
で

す
。 

 

大
倉
山
公
園
が
で
き
る
以
前
、
こ
の
あ

た
り
は
、
山
麓
に
あ
る
広
厳
寺
に
ち
な
ん

で
広
厳
寺
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

東
に
安
養
寺
が
建
て
ら
れ
て
か
ら
は
、
安

養
寺
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
八
年
に
官
営
地
と
な
っ
た
後
、
大
倉

喜
八
郎
が
買
い
取
り
、
別
荘
を
建
て
ま
し

た
。
大
倉
喜
八
郎
は
、
政
商
と
し
て
一
代

で
財
を
成
し
、
大
倉
財
閥
を
築
い
た
人
物

で
す
。 

さ
え
ぎ
る
も
の
な
く
港
の
景
色
が
見
え

る
山
頂
の
別
荘
を
気
に
入
り
、
よ
く
利
用

し
た
の
は
、
大
倉
喜
八
郎
と
懇
意
だ
っ
た

伊
藤
博
文
で
し
た
。 

そ
の
伊
藤
博
文
が
明
治
四
十
二
年
に
暗

殺
さ
れ
る
と
、
大
倉
喜
八
郎
は
、
公
園
と

す
る
こ
と
を
条
件
に
、
土
地
と
建
物
を
神

戸
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。
市
は
、
隣
接
町

か
ら
の
寄
付
に
よ
る
土
地
も
加
え
て
、
公

園
設
置
工
事
に
着
手
、
明
治
四
十
四
年
十

月
に
大
倉
山
公
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

ま
た
、
寄
付
条
件
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
伊

藤
博
文
の
銅
像
も
山
上
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
別
荘
は
、
伊
藤
博
文
の
雅
号
か
ら

「
春
畝
館
」
と
呼
ば
れ
、
戦
後
は
老
人
い

こ
い
の
家
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
全
壊
し
、
現
在
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

神
戸
市
立
図
書
館
も
同
年
十
一
月
に
開

館
し
ま
し
た
が
、
当
初
の
所
在
地
は
相
生

町
の
旧
市
庁
舎
で
、
大
倉
山
公
園
に
移
転

す
る
の
は
、
大
正
十
一
年
の
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

大
正
六
年
に
は
、
山
の
中
腹
に
三
千
坪

余
り
の
運
動
場
を
作
り
、
路
面
の
改
修
や

芝
の
植
付
け
、
電
燈
な
ど
の
設
備
も
整
え

ま
し
た
。 

 

大
正
八
年
の
市
会
で
、
議
員
か
ら
次
の

よ
う
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
「
神
戸
市

に
公
会
堂
が
な
い
の
は
遺
憾
に
思
う
」
。

大
阪
中
之
島
に
大
阪
中
央
公
会
堂
が
で
き

た
の
は
前
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
も
公

会
堂
建
設
に
つ
い
て
、
市
会
で
度
々
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

大
正
十
年
に
、
神
戸
市
は
公
会
堂
建
設

の
意
向
を
固
め
、
大
正
十
一
年
に
公
会
堂

の
設
計
を
懸
賞
つ
き
で
公
募
、
翌
年
当
選

者
を
決
定
し
ま
し
た
。
建
設
予
定
地
は
大

倉
山
公
園
で
す
。
『
神
戸
市
公
會
堂
新
築

設
計
競
技
當
選
圖
案
集
』(

大
正
十
三
年)

に
は
、
一
等
か
ら
三
等
ま
で
の
当
選
と
選

外
佳
作
の
図
案
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
計
画
は
な
か
な
か
進
展
し
な

い
ま
ま
、
昭
和
に
な
り
ま
す
。
昭
和
三
年
、

建
設
に
向
け
て
動
き
だ
す
も
、
様
々
な
事

情
で
実
現
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

昭
和
九
年
、
「
大
都
市
で
公
会
堂
が
な

い
の
は
神
戸
市
だ
け
だ
」
と
再
び
動
き
出

し
、
建
設
場
所
は
大
倉
山
と
決
め
ら
れ
ま

し
た
。 

昭
和
十
一
年
元
旦
の
神
戸
新
聞
に
は
、

「
大
倉
山
上
に
聳
り
立
つ
百
萬
市
民
文
化

の
殿
堂
」
「
躍
進
神
戸
の
ほ
こ
り
東
洋
一

の
大
公
會
堂
全
貌
」
と
の
見
出
し
に
大
き

な
完
成
予
想
図
が
載
っ
て
い
ま
す
。
記
事

に
よ
る
と
、
約
三
千
六
百
人
を
収
容
す
る

廻
り
舞
台
つ
き
の
大
集
会
場
、
八
百
人
の

宴
会
が
可
能
な
大
宴
会
場
な
ど
が
あ
り
、

地
下
か
ら
五
階
ま
で
豪
華
な
施
設
と
な
る

予
定
で
し
た
。 

公
会
堂
建
設
敷
地
と
す
る
た
め
山
頂
か

ら
数
メ
ー
ト
ル
切
り
下
げ
、
銅
像
と
春
畝

館
も
こ
こ
に
移
さ
れ
ま
す
が
、
戦
争
が
勃

発
。
政
府
は
大
規
模
建
造
物
の
造
営
を
厳

し
く
制
限
、
ま
た
し
て
も
建
設
中
止
と
な

り
ま
し
た
。 

戦
争
の
影
は
、
公
園
内
に
も
落
ち
て
き

ま
す
。
昭
和
十
一
年
、
大
倉
山
公
園
が
防

空
陣
地
に
組
み
込
ま
れ
、
高
射
砲
隊
が
置

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
藤
博
文
の
銅
像

は
金
属
供
出
さ
れ
、
台
座
だ
け
が
現
在

残
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
、
公
園
に
は
戦
災

者
住
宅
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

公
園
が
、
県
庁
舎
の
移
転
候
補
地
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
四
年
、
分
散
さ
れ
て
い
る
兵

庫
県
庁
舎
を
集
約
・
効
率
化
し
よ
う
と
、

新
庁
舎
建
設
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

候
補
の
一
つ
で
あ
っ
た
大
倉
山
公
園
案
は
、

県
議
会
で
強
く
支
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
場
合
、
代
わ
り
の
公
園
設
置
が
必
要

と
な
り
、
費
用
が
多
額
に
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
、
却
下
さ
れ
ま
し
た
。 

 

念
願
の
公
会
堂
は
、
昭
和
四
十
八
年
に

「
文
化
ホ
ー
ル
」
と
し
て
完
成
。
そ
の
他

園
内
に
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
市
内
県
人

会
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と

の
森
」
を
は
じ
め
、
野
球
場
、
図
書
館
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
開
園
し
て
か
ら
、
ま
も
な
く
百
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 
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